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し
か
し
、
中
高
一
貫
の

ベ
ー
ス
と
な
る
住
田
高
校
は
、

生
徒
数
の
減
少
か
ら
、
現
行

の
県
立
高
校
新
整
備
計
画
後

期
計
画（
平
成　

〜　

年
度
）

17

21

で
「
条
件
付
き
存
続
」
と
さ

れ
、
県
教
委
の
「
今
後
の
高

校
教
育
の
基
本
的
方
向
」
案

で
は
一
学
級　

人
と
す
る
内

40

容
が
盛
り
込
ま
れ
小
規
模
校

存
続
の
見
通
し
は
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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指
定
に
つ
い
て
情
報
収
集
を

開
始
、
平
成　

年
度
に
は
、

13

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
岩

手
県
土
の
約
８
割
を
構
成
す

る
中
山
間
地
域
の
今
後
の
中

等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
、
中
高
一
貫
教

育
校
設
置
推
進
室
の
設
置
や

県
教
育
委
員
会
へ
の
提
言
書

や
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
提

出
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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中
山
間
地
域
の
人
材
育
成
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
中
高
一
貫
校
設

置
推
進
へ
の
意
識
の
啓
発
、
県
教
委
の
高
校
再
編
計
画
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を

目
的
に
「
中
高
一
貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
生
徒
数
減
少
な
ど
課
題
を
抱
え
る
今
後
の
教
育

の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。　
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本
町
で
は
、
平
成　

年
度

11

に
策
定
さ
れ
た
、
県
立
高
等

学
校
新
整
備
計
画（
第
一
次
）

計
画
の
公
表
以
来
、
町
内
の

教
育
関
係
者
間
で
の
懇
談
、

県
教
育
委
員
会
の
中
高
一
貫

教
育
校
（
連
携
型
）
の
研
究

　

２
月　

日
、
農
林
会
館
で

14

「
中
高
一
貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
は
、
本
町
と
類
似
し
た

中
山
間
地
域
の
人
材
育
成
の

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
や
中
高
一
貫
教
育
校
設
置

推
進
へ
の
意
識
の
啓
発
を
図

り
、
県
教
委
の
高
校
再
編
計

画
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
目
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
前
に
は
、

県
産
業
教
育
振
興
会
の
久
慈

竜
也
常
任
理
事
か
ら
第
二
次

県
立
高
校
整
備
計
画
の
指
針

と
な
る
「
今
後
の
高
校
教
育

の
基
本
的
方
向
」
案
の
概
要

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
少

子
化
に
よ
る
気
仙
管
内
の
生

徒
数
の
推
移
や　

人
学
級
制

40

な
ど
の
再
編
計
画
に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
多
田
町

長
の
ほ
か
４
人
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
と
岩
手
日
報
社
の
藤
原

編
集
局
顧
問
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
と
な
り
「
中
山
間
地

域
に
必
要
な
中
等
教
育
の
在

り
方
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　「知・徳・体」を備え調和のとれた人間形成＝自立した社
会人としての資質を有する人財（生徒）の育成
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○学級定員は４０人定員が現実的で学校規模は１学年４～６学
　級程度

○１学年３学級以下の小規模校は産業構造や人づくりなど地
　域の実情を踏まえ対応を検討

○学校配置の基本単位は現行の９ブロックだが広域単位の配
　置も視野に検討

　２０１０年４月から実施計画「第２次県立高校整備計画」
を策定。地域と意見交換し１１年春から夏にまとめる。前
期５年は見通しを示し、あらめて検討する。早ければ１２
年度に実施。

�������	
�

（３）平成22年2月25日　広報すみた

　

鈴
木
葛
巻
町
長
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
県

14立
葛
巻
高
校
と
の
連
携
型
中

高
一
貫
教
育
や
高
校
へ
の
支

援
策
な
ど
を
紹
介
し
「
町
づ

く
り
の
基
本
は
教
育
と
医
療
。

７
年
連
続
就
職
・
進
学
率
１

０
０
％
の
実
績
を
残
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
機

会
を
与
え
る
の
が
行
政
の
役

割
」
と
話
し
、
本
町
の
「
中

高
一
貫
教
育
」
に
理
解
を
示

し
ま
し
た
。

県
内
陸
部
に
だ
け
高
校
を
集

中
さ
せ
て
良
い
わ
け
で
は
な

い
。
住
田
の
特
長
を
生
か
し
、

専
門
性
の
あ
る
高
校
の
再
編

や
卒
業
後
の
進
路
の
確
保
な

ど
出
口
の
整
備
が
大
切
」
と

特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り
の

必
要
性
に
つ
い
て
助
言
し
ま

し
た
。

を
し
て
き
た
立
場
か
ら
「
一

次
産
業
が
基
盤
の
中
山
間
地

が
８
割
を
占
め
る
本
県
で
、

中
山
間
教
育
の
特
性
を
生
か

し
た
学
校
づ
く
り
が
あ
っ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
。
地

域
で
ど
れ
だ
け
学
校
を
残
し

た
い
の
か
、
情
熱
を
持
っ
て

行
動
す
る
こ
と
で
学
校
を
残

す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
」
と

存
続
と
設
置
へ
の
ヒ
ン
ト
を

述
べ
ま
し
た
。

　

田
代
准
教
授
は
、
こ
れ
ま

で
本
町
の
取
り
組
み
に
助
言

　

久
慈
常
任
理
事
は
、
気
仙

地
区
の
生
徒
が
減
少
し
て
い

る
状
況
か
ら
「
今
の
状
況
が

続
く
と　

年
以
内
に
住
田
高

10

校
が
な
く
な
る
。
し
か
し
、
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教
育
委
員
会  
学
校
教
育
係

　
　
�
　

‐
３
８
６
３
（
直
通
）

46

い
と
考
え
る
。
学
校
が
な
く

な
れ
ば
地
域
が
生
き
な
い
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
た
め
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
設
置
者
が
裁
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本
町
で
は
、保
育
園
や
小
・

中
学
校
、
高
校
が
連
携
し
た

特
色
あ
る
活
動
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
住
田
高
校
の
小

規
模
校
と
し
て
の
存
続
だ
け

で
な
く
、
地
域
に
お
け
る
中

等
教
育
の
機
会
均
等
と
地
域

振
興
の
基
盤
と
し
て
も
、
過

疎
地
域
・
中
山
間
地
域
に
こ

そ
中
高
一
貫
教
育
校
が
必
要

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
強

く
訴
え
て
い
き
ま
す
。
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岩
部
九
戸
村
長
は
、
県
立

伊
保
内
高
校
が
な
く
な
っ
た

場
合
に
は
子
供
た
ち
が
１
時

間
以
上
を
か
け
て
通
学
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
を
話

し
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は

地
域
で
学
ぶ
こ
と
が
望
ま
し
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（
株
）岩
手
日
報
社
編
集
局　

　

顧
問　
　
　

藤
原
浩
氏

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

▽
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

九
戸
村
長　
　

岩
部
茂
氏

葛
巻
町
長　
　

鈴
木
重
男
氏

岩
手
県
産
業
教
育
振
興
会

　

常
任
理
事　

久
慈
竜
也
氏

岩
手
大
学
教
育
学
部

　

准
教
授　
　

田
代
高
章
氏

住
田
町
長　
　

多
田
欣
一

�������	
��
�������	
��


岩部九戸村長

鈴木葛巻町長

田代准教授

久慈常任理事

テ
ー
マ
「
中
山
間
地
域
に
必

要
な
中
等
教
育
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
」

量
を
見
せ
る
こ
と
が
必
要
」

と
し
、
中
山
間
地
で
も
県
内

陸
部
と
同
じ
教
育
環
境
を
確

保
す
べ
き
と
話
し
ま
し
た
。
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中
高
一
貫
教
育
校
の
設
置
は

必
要
。
今
後
も
粘
り
強
く
中

山
間
地
の
教
育
を
ど
う
守
っ

て
い
く
の
か
議
論
を
深
め
て

い
き
た
い
」
と
中
高
一
貫
校

設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
。

　

多
田
町
長
は
、
県
教
委
の

再
編
計
画
に
つ
い
て
「
今
回

示
さ
れ
た
計
画
案
は
、
医
療

の
よ
う
に
効
率
の
名
の
も
と

で
教
育
も
後
退
さ
せ
ら
れ
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の

地
域
で
も
き
ち
ん
と
教
育
が

受
け
ら
れ
る
環
境
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
は
ず
で
、
本
町

の
よ
う
な
中
山
間
地
域
へ
の

多田町長


